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野木町
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だより
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未来の野木町は私たちの手で!!
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制
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2（　）

　町長から提出された議案は、平成29年度補正予算案件５件、条例の制定案

件1件、条例の一部改正案件３件、人事案件1件、指定管理案件1件で、合計11

議案について審議しました。

（審議結果は次ページ以降の各議案の記事に掲載）。

　なお、町民から提出された「議会報告会への意見書」に関する調査の件につ

いて、特別委員会の審議結果を採択しました。

平成29年　12月定例会

12月定例会は12月７日から12月14日までの会期で開かれました

3（　）

議案番号 件　　　　　　　　　 名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 野木町歯及び口腔の健康づくり推進条例の制定 全員賛成 可　決

第 2 号 野木町税条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 3 号 野木町老人福祉センターの設置及び管理等に関する条例等の一
部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 4 号 野木町市民農園の設置及び管理に関する条例等の一部を改正す
る条例 全員賛成 可　決

第 5 号 平成29年度野木町一般会計補正予算（第６号） 全員賛成 可　決

第 6 号 平成29年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 7 号 平成29年度野木町介護保険特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可　決

第 8 号 平成29年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全員賛成 可　決

第 9 号 平成29年度野木町農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第 10 号 指定管理者の指定（健康センター）について 賛成多数 可　決

第 11 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 全員賛成 適　任

付託案件 件　　　　　　　　　 名 賛成・反対 議決結果

特別委員会
結 果 報 告

町民から提出された「議会報告会への意見書」に記載されている
事項に関する調査の件について 賛成多数 採　択

平成29年12月定例会（12月７日～14日）の議案審議結果
条例の制定や改正、平成29年度一般会計補正予算などを審議しました。

お 詫 び と 訂 正
議会だより第119号（平成29年11月1日発行）において、以下のとおり掲載内容に

不備がありましたので、お詫びして訂正いたします。

９ページ「討論」  （誤）一般会計補正予算（第３号）→（正）工事請負契約の締結

※ この「討論」は下段「工事請負契約の締結」の次に掲載すべきでしたが、議案の　

前に表題を誤って掲載してしまいました。
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―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

３
大
疾
病
や
生
活
習
慣
病
、介
護
予
防

な
ど
に
対
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

健
康
増
進
と
健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与
す

る
こ
と
を
期
待
し
、歯
及
び
口
腔
の
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、計

画
的
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

町
民
の
健
康
増
進
と
健
康
寿
命
の
延
伸
を

図
り
、健
康
タ
ウ
ン
の
ぎ
の
実
現
に
寄
与

す
る
た
め
、本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

上
場
株
式
等
に
係
る
配
当
所
得
等
に
つ

い
て
所
得
税
と
異
な
る
方
式
で
課
税
す
る

こ
と
や
軽
自
動
車
の
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の

期
間
延
長
な
ど
、地
方
税
法
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、改
正
法
律
と
の
整
合
性

を
図
る
た
め
、本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
に
小
山
市

が
加
入
し
た
こ
と
に
伴
い
、公
の
施
設
の

相
互
利
用
に
関
す
る
協
定
が
改
正
さ
れ
た

た
め
、本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

市
民
農
園
の
区
画
増
設
に
伴
い
従
前
よ

り
も
広
い（
２
倍
）区
画
を
設
け
た
こ
と
に

よ
り
、使
用
料
に
関
す
る
規
定
を
改
正
す

る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
億
４
３
８
５
万
８
千
円
を
追

加
し
、総
額
を
80
億
７
８
０
２
万
７
千
円

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、障
害
者
自
立
支
援
事
業
費
の

増（
４
７
１
６
万
円
）、道
路
新
設
改
良
事

業
の
増（
４
６
２
０
万
円
）、道
路
維
持
補

修
事
業
費
の
増（
７
５
０
万
円
）、医
療
特

別
会
計（
国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
）へ
の
繰

出
金
の
増（
８
８
９
万
円
）、議
場
改
修
工

事
の
実
施
設
計
、お
よ
び
本
館
２
階
の
空

調
修
繕
を
行
な
う
庁
舎
管
理
経
費
の
増

（
６
８
１
万
円
）が
主
な
理
由
で
す
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
３
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
35
億
９
６
０
０
万
１
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、一
般
被
保
険
者
療
養
費
の
増

（
１
３
０
万
円
）が
主
な
理
由
で
す
。

補

正

予

算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
３
号
）

一 

般 

会 

計 （
第
６
号
）

条

例

の

制

定

条
例
の
一
部
改
正

文
教
民
生
常
任
委
員
会
で
審
査

し
、採
択
と
な
っ
た
議
案
の
審
議

本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

野
木
町
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例

野
木
町
税
条
例
の
一
部
改
正

野
木
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

野
木
町
市
民
農
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

改
正

拡張工事完了間近の市民農園
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―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
４
７
５
万
６
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
18
億
２
３
３
８
万
４
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
費（
６
７
０
万
円
）、高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費（
３
０
０
万
円
）、介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費（
２
５
０
万
円
）、

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費（
１
８
０
万
円
）の

増
が
主
な
理
由
で
す
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
２
１
９
５
万
７
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
２
億
８
０
４
０
万
２
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
増（
２
１
８
１
万
円
）、お
よ
び

後
期
高
齢
者
検
診
事
業
費
の
増（
15
万
円
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
０
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
６
８
８
８
万
１
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、佐
川
野
地
区
に
お
け
る
県
道

の
改
良
工
事
に
伴
な
い
、マ
ン
ホ
ー
ル
の

高
さ
調
整
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
工
事
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

ゆ
〜
ら
ん
ど
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
の
期
間
が
満
了
す
る
た
め
、新

た
に
指
定
す
る
。

（
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
）

　

宮
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

宇
都
宮
市
今
泉
町
８
４
７
番
地
16

（
指
定
の
期
間
）　

　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜

平
成
33
年
３
月
31
日

 

u

―
全
員
賛
成
で
適
任
―

○  

新　

井　

秋　

良　

氏（
新
任
）

潤
島
区
よ
り
選
出

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
な
い
、新
た

な
委
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

（
法
務
局
委
嘱
は
平
成
30
年
４
月
〜
）

―
賛
成
多
数
で
採
択
―

　

町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
活
動
に
関

す
る
意
見
書
に
関
し
、議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

議
員
個
人
の
発
行
す
る
紙
面
の
あ
り
方
に

関
す
る
基
本
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、一

議
員
の
金
銭
に
関
わ
る
疑
惑
に
関
し
て

は
、司
法
の
場
で
身
の
潔
白
を
証
明
す
る

必
要
性
を
指
摘
し
、併
せ
て
町
民
の
信
頼

に
応
え
る
議
会
と
し
て
、政
治
倫
理
条
例

の
抜
本
的
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
を
議
長

に
求
め
た
答
申
を
採
択
し
た
。

（
反
対
）

宮
﨑　

美
知
子　

議
員

一
、 

議
員
が
発
行
す
る
活
動
紙
に
つ
い

て
、『
記
事
に
異
議
等
が
あ
る
場
合
、全
議

員
で
当
該
記
事
の
適
否
を
協
議
し
、発
行

者
は
協
議
結
果
を
尊
重
す
る
』と
規
定
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、『
出
版
そ
の
他
一
切
の

表
現
の
自
由
は
、こ
れ
を
保
障
す
る
』憲
法

21
条
に
違
反
し
、例
え
多
数
議
決
で
も
無

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

二
、 

特
別
委
員
会
の
一
番
の
目
的
は
、一

議
員
が
一
町
民
に
金
銭
授
受
を
疑
わ
れ
た

件
に
関
し
、議
会
と
し
て
調
査
し
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
意
見
書
』記
述
が
荒
唐
無
稽
だ
っ
た
こ

と
が
明
白
と
な
り
ま
し
た
が『
疑
義
』に
対

す
る
双
方
の
主
張
に
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、溝
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
』と
結
論
付

け
ま
し
た
。無
責
任
過
ぎ
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
設
置
は
誤
り
だ
っ
た
と
認

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

討
　
　
　
　
　
論

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に
係

る
特
別
委
員
会
答
申

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

特
別
委
員
会
答
申

指
定
管
理
者
の
指
定

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に

係
る
特
別
委
員
会

人

権

擁

護

委

員

野
木
町
健
康
セ
ン
タ
ー

人
　
　
　
　
　
事
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可
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予
算
に
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１
９
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万
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千
円
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追
加

し
、総
額
を
２
億
８
０
４
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万
２
千
円
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す
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。

　

こ
れ
は
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
増（
２
１
８
１
万
円
）、お
よ
び

後
期
高
齢
者
検
診
事
業
費
の
増（
15
万
円
）

に
よ
る
も
の
で
す
。

―
全
員
賛
成
で
可
決
―

　

予
算
に
１
０
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
６
８
８
８
万
１
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、佐
川
野
地
区
に
お
け
る
県
道

の
改
良
工
事
に
伴
な
い
、マ
ン
ホ
ー
ル
の

高
さ
調
整
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に

よ
る
工
事
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

ゆ
〜
ら
ん
ど
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
の
期
間
が
満
了
す
る
た
め
、新

た
に
指
定
す
る
。

（
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
）

　

宮
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

宇
都
宮
市
今
泉
町
８
４
７
番
地
16

（
指
定
の
期
間
）　

　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜

平
成
33
年
３
月
31
日

 

u

―
全
員
賛
成
で
適
任
―

○  

新　

井　

秋　

良　

氏（
新
任
）

潤
島
区
よ
り
選
出

　

前
任
者
の
任
期
満
了
に
伴
な
い
、新
た

な
委
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

（
法
務
局
委
嘱
は
平
成
30
年
４
月
〜
）

―
賛
成
多
数
で
採
択
―

　

町
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
活
動
に
関

す
る
意
見
書
に
関
し
、議
長
を
除
く
全
議

員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

議
員
個
人
の
発
行
す
る
紙
面
の
あ
り
方
に

関
す
る
基
本
方
針
を
示
す
と
と
も
に
、一

議
員
の
金
銭
に
関
わ
る
疑
惑
に
関
し
て

は
、司
法
の
場
で
身
の
潔
白
を
証
明
す
る

必
要
性
を
指
摘
し
、併
せ
て
町
民
の
信
頼

に
応
え
る
議
会
と
し
て
、政
治
倫
理
条
例

の
抜
本
的
見
直
し
を
行
な
う
こ
と
を
議
長

に
求
め
た
答
申
を
採
択
し
た
。

（
反
対
）

宮
﨑　

美
知
子　

議
員

一
、 

議
員
が
発
行
す
る
活
動
紙
に
つ
い

て
、『
記
事
に
異
議
等
が
あ
る
場
合
、全
議

員
で
当
該
記
事
の
適
否
を
協
議
し
、発
行

者
は
協
議
結
果
を
尊
重
す
る
』と
規
定
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、『
出
版
そ
の
他
一
切
の

表
現
の
自
由
は
、こ
れ
を
保
障
す
る
』憲
法

21
条
に
違
反
し
、例
え
多
数
議
決
で
も
無

効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

二
、 

特
別
委
員
会
の
一
番
の
目
的
は
、一

議
員
が
一
町
民
に
金
銭
授
受
を
疑
わ
れ
た

件
に
関
し
、議
会
と
し
て
調
査
し
事
実
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
『
意
見
書
』記
述
が
荒
唐
無
稽
だ
っ
た
こ

と
が
明
白
と
な
り
ま
し
た
が『
疑
義
』に
対

す
る
双
方
の
主
張
に
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、溝
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
』と
結
論
付

け
ま
し
た
。無
責
任
過
ぎ
ま
す
。

　

特
別
委
員
会
設
置
は
誤
り
だ
っ
た
と
認

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

討
　
　
　
　
　
論

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に
係

る
特
別
委
員
会
答
申

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
２
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
４
号
）

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
２
号
）

特
別
委
員
会
答
申

指
定
管
理
者
の
指
定

「
議
会
報
告
会
へ
の
意
見
書
」に

係
る
特
別
委
員
会

人

権

擁

護

委

員

野
木
町
健
康
セ
ン
タ
ー

人
　
　
　
　
　
事
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―
全
員
賛
成
で
承
認
―

　

予
算
に
１
２
９
６
万
４
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
79
億
３
４
１
６
万
９
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最

高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
執
行
に
伴

な
う
選
挙
費
用
を
増
額
す
る
も
の
で
す

が
、急
を
要
す
る
予
算
の
補
正
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、町
長
が
専
決
処
分
を
行
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、直
近
議
会
で
あ
る
11
月

臨
時
会
で
こ
れ
を
承
認
し
ま
し
た
。

―
賛
成
多
数
で
可
決
―

　

友
沼
小
学
校
の
校
舎
改
修
工
事
に
お
い

て
、水
道
給
水
管
の
切
り
回
し
の
必
要
が

生
じ
た
た
め
、工
事
請
負
契
約
の
内
容
を

変
更
す
る
も
の
で
す
。

○ 

野
木
町
大
字
佐
川
野
地
内
に
お
け
る
物

損
事
故

（
町
か
ら
相
手
方
へ
の
賠
償
）

損
害
賠
償
金
額 

３
万
７
８
０
０
円

11月６日に会期１日で開催さ
れた臨時会において、２つの
議案を審議し、１つの報告を
受けました。

11月
臨時会

専
決
処
分
の
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

契
　
約
　
の
　
変
　
更

報
　
　
　
　
　
告

野
木
町
立
友
沼
小
学
校
校
舎

大
規
模
改
修
工
事　

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解

　

平
成
29
年
10
月
26
日
、27
日

に
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
事
項
）

　
・  

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

（
調
査
地
）

　
・ 

栃
木
県
那
須
町

　
・ 

福
島
県
小
野
町

　

那
須
町
で
は
、予
算
・
決
算
審

議
を
平
成
18
年
度
よ
り
特
別
委

員
会
で
の
審
査
と
し
、委
員
会

の
構
成
は
、予
算
審
査
特
別
委

員
会
が
議
長
を
含
め
た
全
議

員
、決
算
審
査
特
別
委
員
会
は

議
会
選
出
監
査
委
員
を
除
く
15

名
で
あ
る
。

　

当
該
特
別
委
員
会
で
は
、総

務
常
任
委
員
長
が
委
員
長
、産

業
建
設
観
光
、文
教
民
生
の
常

任
委
員
長
２
名
が
副
委
員
長
を

務
め
る
。

　

委
員
会
で
の
説
明
・
質
疑
は
、

委
員
会
所
管
の
課
ご
と
で
行

い
、３
日
間
で
審
議
す
る
。

　

質
疑
で
は
常
任
所
轄
委
員
が

先
に
行
い
、そ
の
後
他
の
委
員

が
質
疑
を
行
う
。

　

質
疑
は
１
回
に
つ
き
２
項
目

以
内
と
し
、回
数
と
時
間
制
限

は
設
け
て
い
な
い
。

　

委
員
会
の
記
録
は
説
明
部
分

を
省
略
し
、質
疑
は
全
文
記
録

し
、資
料
と
し
て
録
音
記
録
も

保
管
し
て
い
る
。

　

全
議
員
が
委
員
で
あ
る
こ
と

か
ら
、議
会
最
終
日
に
委
員
長

報
告
は
行
わ
ず
、委
員
会
報
告

書
を
事
前
配
布
し
、質
疑
も
省

略
の
上
、討
論
・
採
決
と
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
、議
会
改
革
推
進

協
議
会
を
設
置
し
、議
会
基
本

条
例
の
制
定
や
改
正
、議
会
報

告
会
や
模
擬
議
会
を
開
催
し
、

議
会
改
革
に
邁
進
し
て
い
る
。

　

小
野
町
で
は
通
年
議
会
を
実

施
し
て
お
り
予
算
決
算
常
任
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
。

　

委
員
は
議
長
を
除
く
11
名

で
、議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
出
席
し
て
い
る
。

　

な
お
、本
会
議
最
終
日
に
委

員
長
報
告
は
行
っ
て
い
る
が
、

全
議
員
で
詳
細
審
議
を
し
て
い

る
た
め
、「
委
員
長
に
対
す
る
質

疑
」や「
討
論
」は
な
い
。

　

常
任
委
員
会
と
し
た
理
由

は
、審
査
機
能
の
向
上
を
図
る

た
め
で
、通
年
議
会
と
の
相
乗

効
果
で
年
間
を
通
じ
た
審
査
が

可
能
と
な
り
、閉
会
中
に
現
地

調
査
や
次
年
度
予
算
重
点
事
項

審
査
等
も
行
え
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　

な
お
、会
議
録
は
要
点
記
録

の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、小
野
町
で
も
議
会
報

告
会
や
各
種
団
体
と
の
意
見
交

換
会
、子
ど
も
議
会
を
実
施
し

て
お
り
、改
革
に
向
け
て
一
致

団
結
し
た
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
た
。

　

今
回
の
視
察
研
修
を
経
て
、

野
木
町
で
も
予
算
決
算
の
新
た

な
審
査
方
法
が
具
体
的
に
見
え

て
き
た
。

那須町議場にて 舘野孝良  委員長

〝
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〞

委員会レポート
議会運営委員会

7（　）

小泉良一  委員長

〝 

健
康
増
進
と
子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
〞

委員会レポート
文教民生常任委員会

　

平
成
29
年
10
月
４
日
に
所
管

事
務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
事
項
）

　
・  

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光

事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
調
査
地
）

　
・ 

静
岡
県
伊
豆
の
国
市

　

伊
豆
の
国
市
の
韮
山
反
射
炉

は
、嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）

の
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
り
、外
国

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
幕
府
の

命
を
受
け
築
か
れ
、平
成
19
年

に
は
、経
済
産
業
省
に
よ
り
近

代
化
産
業
遺
産
の
認
定
を
受

け
、平
成
27
年
７
月
８
日
に
反

射
炉
本
体
の
み
な
ら
ず
、大
砲

製
造
工
場
と
し
て
の
産
業
シ
ス

テ
ム
を
包
含
す
る
範
囲
ま
で
が

世
界
遺
産
登
録
と
な
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、反
射
炉
本
体

の
確
実
な
保
全
お
よ
び
周
辺
整

備
事
業
を
行
い
、そ
の
価
値
を

高
め
た
上
で
次
世
代
へ
継
承

し
、同
時
に
地
域
振
興
を
図
る

こ
と
が
、「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」

と
し
て
の
責
任
・
義
務
と
認
識

し
、韮
山
反
射
炉
の
入
場
者
増

加
の
た
め
、伊
豆
の
国
市
観
光

　

平
成
29
年
10
月
12
日
、13
日

に
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
事
項
）

　
・  

健
康
増
進
と
子
育
て
支
援

等
に
つ
い
て

（
調
査
地
）

　
・ 

神
奈
川
県
箱
根
町

　
・ 

静
岡
県
小
山
町

　

箱
根
町
は
定
住
者
の
大
半
が

高
齢
化
を
迎
え
、「
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭
に「
健
康

都
市
宣
言
」に
基
づ
き
、健
康
づ

く
り
に
関
す
る
諸
計
画
を
策
定

し
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。

　

こ
の
宣
言
は
、「
そ
こ
に
住

む
・
働
く
・
訪
れ
る
」す
べ
て
の

人
々
を
主
人
公
と
位
置
づ
け
、

地
域
で
連
携
し
て『
健
康
づ
く

り
の
大
き
な
輪
』を
広
げ
よ
う
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

町
で
は「
健
康
・
食
育
は
こ
ね

21
」と
銘
打
ち
、健
康
増
進
計

画
・
食
育
推
進
基
本
計
画
を
打

ち
立
て
、そ
の
体
系
は
運
動
や

食
生
活
、心
の
健
康
づ
く
り
な

ど
７
つ
の
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
推
進
し
、か
つ
、ラ
イ
フ
ス

案
内
所
の
開
設
、反
射
炉
へ
の

市
内
循
環
バ
ス
運
行
や
、民
間

組
織
が
市
と
協
同
し
美
化
活
動

等
を
行
い
、韮
山
高
校
の
生
徒

が
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
行
う
な
ど
、官
民
一
体
と

な
っ
て
尽
力
し
、収
入
が
支
出

を
１
億
近
く
上
回
る
黒
字
経
営

と
な
っ
て
い
る
。

　

韮
山
反
射
炉
の
管
理
・
運
営

体
制
に
つ
い
て
は
、世
界
遺
産

課
に
よ
る
総
合
的
な
事
業
の
進

捗
管
理
・
調
整
の
下
、文
化
財

課
、建
設
課
、都
市
計
画
課
等
の

関
係
各
課
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、反
射
炉
や

大
砲
を
実
際
に
見
学
し
、ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
し
た

が
、反
射
炉
が
築
造
に
至
っ
た

時
代
背
景
や
、稼
働
当
時
の
状

況
、現
在
に
至
る
ま
で
の
保
存

の
取
り
組
み
等
を
、大
型
ス
ク

リ
ー
ン
や
展
示
物
を
見
学
す
る

こ
と
で
、反
射
炉
が
日
本
の
近

代
化
に
貢
献
し
た
歴
史
や
価
値

等
の
理
解
を
深
め
る
効
果
的
施

テ
ー
ジ
を
６
段
階
に
区
切
り
、

段
階
ご
と
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、県
の「
未
病
改
善
宣

言
」を
軸
と
し
た
健
康
長
寿
等

の
啓
発
活
動
な
ど
を
推
進
し
て

お
り
、こ
れ
ら
の
事
業
に
は
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
特
定
財

源
と
し
て
効
果
的
に
活
用
し
、

一
般
財
源
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、小
山
町
に
は
足
柄
金

時
山
の
金
太
郎
伝
説
が
あ
り
、

「
金
太
郎
計
画
」と
い
う
呼
称
で

町
の
施
策
を
発
信
し
、地
域
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
、協

働
の
ま
ち
の
実
現
に
重
き
を
置

き
、地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画

で
は
、子
ど
も
に
関
す
る
施
策

に
特
化
せ
ず
、子
育
て
を
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
を
応
援
す
る

た
め
の
計
画
で「
町
に
住
み
、町

で
育
て
る
」施
策
を
総
合
的
な

視
野
で
検
討
し
、結
婚
か
ら
定

住
、子
育
て
に
至
る
様
々
な
ス

設
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

施
設
の
充
実
と
循
環
バ
ス
の

周
回
に
よ
り
、市
の
魅
力
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
活
か
し
集
客
を

図
っ
て
い
る
点
は
、観
光
施
策

の
充
実
に
余
念
が
な
く
、ま
さ

に
官
民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
伊
豆
の
国
市
の
観
光
が
成

立
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
研
修
を
も
と
に
、煉
瓦

窯
を
活
用
し
た
観
光
促
進
策
を

本
委
員
会
と
し
て
も
提
案
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

テ
ー
ジ
で
住
環
境
の
整
備
・
支

援
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、既
に

様
々
な
施
策
は
展
開
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、民
間

企
業
と
連
携
し
、住
環
境
の
充

実
に
寄
与
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
て
い
る
点
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

　

２
町
と
も
地
域
の
有
利
・
不

利
を
特
色
と
し
、地
域
住
民
や

企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、町
民

生
活
を
最
優
先
に
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
姿
勢
に
は
、今
後

の
本
町
の
発
展
へ
の
参
考
と
な

る
と
感
じ
た
。

韮山反射炉での現地視察

小山町での研修状況

針谷武夫  委員長

〝 

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
事
業
の

促
進
に
つ
い
て
〞

委員会レポート
総務経済常任委員会
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小泉良一  委員長

〝 

健
康
増
進
と
子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て
〞

委員会レポート
文教民生常任委員会

　

平
成
29
年
10
月
４
日
に
所
管

事
務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
事
項
）

　
・  

文
化
財
を
活
用
し
た
観
光

事
業
の
促
進
に
つ
い
て

（
調
査
地
）

　
・ 

静
岡
県
伊
豆
の
国
市

　

伊
豆
の
国
市
の
韮
山
反
射
炉

は
、嘉
永
６
年（
１
８
５
３
年
）

の
ペ
リ
ー
来
航
に
よ
り
、外
国

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
幕
府
の

命
を
受
け
築
か
れ
、平
成
19
年

に
は
、経
済
産
業
省
に
よ
り
近

代
化
産
業
遺
産
の
認
定
を
受

け
、平
成
27
年
７
月
８
日
に
反

射
炉
本
体
の
み
な
ら
ず
、大
砲

製
造
工
場
と
し
て
の
産
業
シ
ス

テ
ム
を
包
含
す
る
範
囲
ま
で
が

世
界
遺
産
登
録
と
な
っ
た
。

　

市
と
し
て
は
、反
射
炉
本
体

の
確
実
な
保
全
お
よ
び
周
辺
整

備
事
業
を
行
い
、そ
の
価
値
を

高
め
た
上
で
次
世
代
へ
継
承

し
、同
時
に
地
域
振
興
を
図
る

こ
と
が
、「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」

と
し
て
の
責
任
・
義
務
と
認
識

し
、韮
山
反
射
炉
の
入
場
者
増

加
の
た
め
、伊
豆
の
国
市
観
光

　

平
成
29
年
10
月
12
日
、13
日

に
所
管
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

（
調
査
事
項
）

　
・  

健
康
増
進
と
子
育
て
支
援

等
に
つ
い
て

（
調
査
地
）

　
・ 

神
奈
川
県
箱
根
町

　
・ 

静
岡
県
小
山
町

　

箱
根
町
は
定
住
者
の
大
半
が

高
齢
化
を
迎
え
、「
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
」を
念
頭
に「
健
康

都
市
宣
言
」に
基
づ
き
、健
康
づ

く
り
に
関
す
る
諸
計
画
を
策
定

し
、様
々
な
施
策
を
展
開
し
て

い
る
。

　

こ
の
宣
言
は
、「
そ
こ
に
住

む
・
働
く
・
訪
れ
る
」す
べ
て
の

人
々
を
主
人
公
と
位
置
づ
け
、

地
域
で
連
携
し
て『
健
康
づ
く

り
の
大
き
な
輪
』を
広
げ
よ
う
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

町
で
は「
健
康
・
食
育
は
こ
ね

21
」と
銘
打
ち
、健
康
増
進
計

画
・
食
育
推
進
基
本
計
画
を
打

ち
立
て
、そ
の
体
系
は
運
動
や

食
生
活
、心
の
健
康
づ
く
り
な

ど
７
つ
の
基
本
的
な
生
活
習
慣

を
推
進
し
、か
つ
、ラ
イ
フ
ス

案
内
所
の
開
設
、反
射
炉
へ
の

市
内
循
環
バ
ス
運
行
や
、民
間

組
織
が
市
と
協
同
し
美
化
活
動

等
を
行
い
、韮
山
高
校
の
生
徒

が
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
行
う
な
ど
、官
民
一
体
と

な
っ
て
尽
力
し
、収
入
が
支
出

を
１
億
近
く
上
回
る
黒
字
経
営

と
な
っ
て
い
る
。

　

韮
山
反
射
炉
の
管
理
・
運
営

体
制
に
つ
い
て
は
、世
界
遺
産

課
に
よ
る
総
合
的
な
事
業
の
進

捗
管
理
・
調
整
の
下
、文
化
財

課
、建
設
課
、都
市
計
画
課
等
の

関
係
各
課
の
緊
密
な
連
携
に
よ

り
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

現
地
視
察
で
は
、反
射
炉
や

大
砲
を
実
際
に
見
学
し
、ガ
イ

ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
訪
問
し
た

が
、反
射
炉
が
築
造
に
至
っ
た

時
代
背
景
や
、稼
働
当
時
の
状

況
、現
在
に
至
る
ま
で
の
保
存

の
取
り
組
み
等
を
、大
型
ス
ク

リ
ー
ン
や
展
示
物
を
見
学
す
る

こ
と
で
、反
射
炉
が
日
本
の
近

代
化
に
貢
献
し
た
歴
史
や
価
値

等
の
理
解
を
深
め
る
効
果
的
施

テ
ー
ジ
を
６
段
階
に
区
切
り
、

段
階
ご
と
の
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

　

ま
た
、県
の「
未
病
改
善
宣

言
」を
軸
と
し
た
健
康
長
寿
等

の
啓
発
活
動
な
ど
を
推
進
し
て

お
り
、こ
れ
ら
の
事
業
に
は
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
特
定
財

源
と
し
て
効
果
的
に
活
用
し
、

一
般
財
源
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、小
山
町
に
は
足
柄
金

時
山
の
金
太
郎
伝
説
が
あ
り
、

「
金
太
郎
計
画
」と
い
う
呼
称
で

町
の
施
策
を
発
信
し
、地
域
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
、協

働
の
ま
ち
の
実
現
に
重
き
を
置

き
、地
域
別
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
策
定
し
て
い
る
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画

で
は
、子
ど
も
に
関
す
る
施
策

に
特
化
せ
ず
、子
育
て
を
し
て

い
る
す
べ
て
の
人
を
応
援
す
る

た
め
の
計
画
で「
町
に
住
み
、町

で
育
て
る
」施
策
を
総
合
的
な

視
野
で
検
討
し
、結
婚
か
ら
定

住
、子
育
て
に
至
る
様
々
な
ス

設
で
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

施
設
の
充
実
と
循
環
バ
ス
の

周
回
に
よ
り
、市
の
魅
力
を
余

す
と
こ
ろ
な
く
活
か
し
集
客
を

図
っ
て
い
る
点
は
、観
光
施
策

の
充
実
に
余
念
が
な
く
、ま
さ

に
官
民
一
体
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
り
伊
豆
の
国
市
の
観
光
が
成

立
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
研
修
を
も
と
に
、煉
瓦

窯
を
活
用
し
た
観
光
促
進
策
を

本
委
員
会
と
し
て
も
提
案
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

テ
ー
ジ
で
住
環
境
の
整
備
・
支

援
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、既
に

様
々
な
施
策
は
展
開
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、民
間

企
業
と
連
携
し
、住
環
境
の
充

実
に
寄
与
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
充

実
さ
せ
て
い
る
点
は
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

　

２
町
と
も
地
域
の
有
利
・
不

利
を
特
色
と
し
、地
域
住
民
や

企
業
と
の
連
携
に
よ
り
、町
民

生
活
を
最
優
先
に
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
姿
勢
に
は
、今
後

の
本
町
の
発
展
へ
の
参
考
と
な

る
と
感
じ
た
。

韮山反射炉での現地視察

小山町での研修状況

針谷武夫  委員長

〝 
文
化
財
を
活
用
し
た
観
光
事
業
の

促
進
に
つ
い
て
〞

委員会レポート
総務経済常任委員会
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12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

黒川　広　議員

問答

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
よ
る「
ふ
る
さ
と
投

資
」を
行
政
と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
？

他
市
町
の
例
を
調
査
研
究
す
る
な
ど
、適
用
の
方
向
で

検
討
し
て
い
き
た
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
よ

る
新
た
な
資
金
調
達
手
段

で
あ
る「
ふ
る
さ
と
投
資
」

の
活
用
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
の
活
性
化
策
の
一

つ
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
こ

と
と
考
え
て
お
り
、町
内

経
済
の
好
循
環
を
生
み
出

す
た
め
に
も
、ふ
る
さ
と

投
資
が
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
積
極
的
に
情
報

を
発
信
し
、少
し
で
も
成

果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に

支
援
し
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディ

ン
グ
を
活
用
し
た
事

業
を
行
う
考
え
は
あ
る
の

か
。

主
に
個
人
や
民
間
事

業
者
の
資
金
調
達
の

手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て

お
り
、市
町
村
が
事
業
者

と
な
っ
て
い
る
事
例
は
少

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

町
と
し
て
は
、ま
ず
仕

組
み
を
よ
く
研
究
し
た
上

で
、公
共
性
の
あ
る
事
業

化
の
道
が
開
け
る
も
の
が

あ
れ
ば
、今
後
研
究
し
て

い
き
た
い
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
ディ

ン
グ
の
活
用
例
を
掴

ん
で
お
く
こ
と
は
重
要
と

考
え
る
が
、調
査
し
て
あ

る
の
か
、又
行
政
分
野
の

活
用
例
は
ど
う
か
。

栃
木
県
内
で
は
企

業
、商
店
、一
般
財
団

法
人
等
が
活
用
し
て
い
る

事
例
が
16
件
あ
り
、又
行

政
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
事
例
と
し
て
は
、鎌
倉

市
が
観
光
ル
ー
ト
版
を
新

設
し
た
事
例
は
あ
る
が
、

極
め
て
少
な
い
で
す
。

事
例
が
少
な
い
と
い

う
こ
と
は
裏
を
返
せ

ば
、新
し
い
分
野
の
活
用

方
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
思
う
。煉
瓦
窯

の
寄
付
金
集
め
や
ひ
ま

わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

種
代
等
に
適
用
す
る
こ
と

で
、資
金
を
集
め
る
だ
け

で
な
く
イ
ベ
ン
ト
及
び
町

の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
得
る
と

考
え
る
が
。

  

ご
指
摘
の
よ
う
に
資

金
集
め
や
フ
ァ
ン
集

め
に
有
効
な
手
段
と
認
識

し
て
お
り
、今
後
、他
市
町

の
例
を
調
査
研
究
す
る
な

ど
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
愛
の
ペ
ッ
ト

の
死
亡
時
、火

葬
は
難
し
い
と
し
て

も
納
骨
施
設
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

家
族
の
一
員
と

い
う
気
持
ち
は

同
じ
な
の
で
、今
後

研
究
、検
討
し
て
い

く
こ
と
も
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

ふるさと納税で町の活性化を！

ペットも大事な家族の一員

質問事項

・「ふるさと投資」について

・ペットの取り扱いについて

問

問

問

問

問

答

答

答

答答

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

9（　）

問答

折原　勝夫　議員

来
年
度
、定
住
促
進
の
専
門
部
署
・
移
住
定
住
係
を
設
置

す
る

定
住
促
進
の
た
め
の
、新
た
な
取
り
組
み
は
？

町
の
移
住
・
定
住
の

相
談
窓
口
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、都
市
整

備
課
で
対
応
し
て
い

た
が
、今
後
は
、移
住
定
住

係
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

野
木
町
最

大
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
ひ

ま
わ
り
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
会

場
内
に
町
を
P

R
し
、移
住
・
定

住
を
促
進
す
る

ブ
ー
ス
を
設
置

し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

町
外
か
ら
多
く
の
方

が
見
え
る
ひ
ま
わ
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
町
の

P
R
を
す
る
事
は
、重
要

と
考
え
ま
す
の
で
、ブ
ー

ス
を
新
設
す
る
方
向
で
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栃
木
県
で
は
、移
住

を
促
進
す
る
た
め

に
創
設
し
た
、と
ち
ぎ
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
応
援
団
に
多

く
の
企
業
や
団
体
が
登

録
し
、金
利
優
遇
や
就
農

支
援
、体
験
ツ
ア
ー
の
応

援
を
す
る
と
の
こ
と
で
す

が
、野
木
町
で
は
、ど
う
で

し
ょ
う
か
？

野
木
町
で
は
、そ
こ

ま
で
い
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、中
小
企
業
の
優
遇

策
等
々
も
や
っ
て
い
ま
す

の
で
、そ
の
辺
で
連
携
が

図
れ
る
か
ど
う
か
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
山
地
区
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
、移
住
・
定
住
の
た
め

の
連
携
強
化
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、現
在
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

小
山
市
と
共
同
で
移

住
・
定
住
促
進
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

こ
と
で
、今
準
備
を
進
め

て
お
り
、来
年
度
の
予
算

要
求
に
向
け
て
動
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

首
都
圏
在
住
の
移

住
志
向
者
の
方
に
、

町
内
の
遊
休
農
地
を
家
庭

菜
園
と
し
て
貸
付
し
、週

末
や
休
日
に
土
い
じ
り
を

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

世
話
好
き
な
農
家
の

方
に
、野
菜
作
り
を

教
わ
っ
た
り
し
て
、

地
域
住
民
と
の
交
流

を
図
り
な
が
ら
、野

木
町
を
感
じ
て
い
た

だ
く
と
い
う
プ
ラ
ン

は
、ど
う
で
し
ょ
う

か
？

　

遊
休
農
地
対
策
と

し
て
も
有
効
で
は
。

遊
休
農
地
の
問
題
に

つ
い
て
は
、認
識
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
、町
民
向
け
の
貸

農
園
は
、町
で
も
進
め
て

い
ま
す
が
、今
後
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
研
究
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質問事項
・ 野木町における地域資源を活
用した定住促進について

・ 野木町における地域おこし協
力隊の導入について

イベントを通したＰＲ活動の充実を！

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答
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町
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問
を
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ま
す
。
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問答

折原　勝夫　議員

来
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住
促
進
の
専
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部
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・
移
住
定
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係
を
設
置
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る

定
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の
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め
の
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は
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。
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テ
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わ
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テ
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検
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携
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12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

高
齢
者
の
更
新
時
の

現
在
の
講
習
の
在
り

方
に
つ
い
て
、町
は
ど
う

考
え
る
か
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
講
習
、認
知

症
の
検
査
は
、警
察
、

交
通
行
政
で
あ
り
、国
・
県

の
公
安
所
管
事
務
な
の

で
、町
と
し
て
は
非
常
に

難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

自
動
車
教
習
所
の
今

の
高
齢
者
講
習
予
約

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

講
習
の
混
雑
現
象

は
、栃
木
県
だ
け
で

な
く
全
国
的
に
今
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
の
道
路
交
通
法

改
正
で
、高
齢
者
講
習
の

時
間
を
1
時
間
短
縮
し
ま

す
。

　

ま
た
75
歳
講
習
も
、30

分
短
縮
し
て
講
習
を
受
け

る
機
会
を
増
や
す
努
力
を

し
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
返
納

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

本
人
の
意
思
に
基
づ

い
て
返
納
さ
れ
る
こ

と
が
一
番
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、事
故
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
る
よ
う
な
場

合
、家
族
や
周
囲
の
人
が

説
得
す
る
こ
と
も
重
要
で

す
。

　

町
で
は
、28
年
に
は
49

人
、29
年
は
９
月
迄
で
53

人
が
返
納
し
て
い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
で
、運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し

た
方
に
は
、デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
20
回
分

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
返
納

後
の
交
通
手
段
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

公
共
交
通
と
し
て

町
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、他
市
町
の
例
も

調
べ
、よ
り
気
軽
に
外
出

で
き
る
方
法
が
あ
る
か
ど

う
か
今
後
研
究
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
見
直
し
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化

会
議
を
年
２
回
開

催
し
て
お
り
、改
善
出
来

る
事
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

車
イ
ス
な
ど
身
体
障

が
い
者
へ
の
今
後
の

交
通
手
段
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。自

宅
と
医
療
機

関
や
社
会
福
祉

施
設
な
ど
と
の
送
迎

に
つ
い
て
は
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
通

院
・
買
物
等
、今

後
の
交
通
手
段
の
考

え
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。検

討
の
余
地
が
あ
る

か
ど
う
か
さ
ら
に
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

質問事項
・ 高齢者の運転免許更新・返納
　について

・交通弱者の交通手段について

高
齢
者
の
運
転
免
許
の
更
新
・
返
納
と
交
通
弱
者
の
交

通
手
段
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

更
新
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
が
、ご
不
便
を
感
じ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
警
察
に
も
要
望
し
て
い
く

小泉　良一　議員

高齢者等の交通手段の充実を求める

問

問

問

問

問問

問

答

答

答

答

答

答

答

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

坂口　進治　議員

国
土
利
用
計
画
の
野
木
町
計
画（
改
訂
版
）に
お
け
る
農

地
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

農
地
は
農
業
生
産
に
と
っ
て
重
要
な
資
源
で
あ
り
、認

定
農
業
者
へ
農
地
の
集
積
集
約
化
を
進
め
て
い
ま
す

　

し
か
し
、事
業
は
約
10

年
を
要
す
る
こ
と
や
担
い

手
の
集
積
要
件
を
ク
リ
ア

す
る
な
ど
事
業
を
進
め
る

に
は
、地
元
地
権
者
の
合

意
形
成
は
不
可
欠
で
す
。

野
木
ブ
ラ
ン
ド
認
定

事
業
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

野
木
ブ
ラ
ン
ド

認
定
事
業
は
、

町
の
知
名
度
、イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
向
上
及
び

地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
24
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。

　

農
産
物
に
つ
い
て

利
用
区
分
別
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。宅

地
転
用
等
に
よ
り

年
々
農
地
面
積
が

減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、異
常
気
象
に
よ

り
農
作
物
、施
設
へ
の
被

害
、高
齢
化
、後
継
者
不
足

な
ど
農
業
を
取
り
囲
む
環

境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
よ
る
将
来

へ
の
不
安
を
払
拭
し
、米

作
の
生
産
意
欲
向
上
の
た

め
、水
稲
種
子
代
の
補
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

農
業
の
多
面
的
機
能
の
維

持
を
図
る
た
め
、多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
転
換
の
適

正
化
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

農
地
は
法
律
に
よ
り

無
秩
序
に
転
換
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、野
木
第
２
工
業
団

地
は
20
年
以
上
耕
作
さ
れ

て
い
な
い
農
地
で
都
市
計

画
に
よ
り
工
業
団
地
と
転

換
さ
せ
ま
し
た
。農
地
振

興
に
当
た
っ
て
は
、川
田
地

区
で
平
成
24
年
よ
り
県
営

佐
川
南
土
地
改
良
事
業
の

実
施
を
進
め
て
い
ま
す
。

野
木
町
の
圃
場
整
備
率
は

約
65
％
に
な
り
、優
秀
な

農
地
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

土
地
の
有
効
利
用
促

進
の
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
で
は
区
画
整
理
や

水
路
、農
道
な
ど
の

基
盤
整
備
を
一
体
的
に
行

い
、農
業
経
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。土
地
改
良
事

業
は
、優
良
農
地
の
確
保

や
担
い
手
へ
の
集
積
を
進

め
る
に
は
大
変
有
効
な
手

段
で
す
。

は
、認
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、今
後
認
定
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

工事が進む第二工業団地整備

質問事項
・ 国土利用計画野木町計画（改訂
版）における農地に関する取り
組みについて
・「野木町農地移転適正化あっせ
ん基準」について
・のぎブランド認定事業について

問

問

問

問

答

答

答

答
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ま
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２
工
業
団

地
は
20
年
以
上
耕
作
さ
れ

て
い
な
い
農
地
で
都
市
計

画
に
よ
り
工
業
団
地
と
転

換
さ
せ
ま
し
た
。農
地
振

興
に
当
た
っ
て
は
、川
田
地

区
で
平
成
24
年
よ
り
県
営

佐
川
南
土
地
改
良
事
業
の

実
施
を
進
め
て
い
ま
す
。

野
木
町
の
圃
場
整
備
率
は

約
65
％
に
な
り
、優
秀
な

農
地
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

土
地
の
有
効
利
用
促

進
の
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
で
は
区
画
整
理
や

水
路
、農
道
な
ど
の

基
盤
整
備
を
一
体
的
に
行

い
、農
業
経
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。土
地
改
良
事

業
は
、優
良
農
地
の
確
保

や
担
い
手
へ
の
集
積
を
進

め
る
に
は
大
変
有
効
な
手

段
で
す
。

は
、認
定
し
て
い
ま
せ
ん

が
、今
後
認
定
の
方
向
で

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

工事が進む第二工業団地整備

質問事項
・ 国土利用計画野木町計画（改訂
版）における農地に関する取り
組みについて
・「野木町農地移転適正化あっせ
ん基準」について
・のぎブランド認定事業について

問

問

問

問

答

答

答

答
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12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

農
林
水
産
省
で
は
、

昨
年
、第
３
次
食
育

推
進
基
本
計
画
が
決
定
さ

れ
、地
方
自
治
体
が
今
後

５
年
間
で
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
点
課
題

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
木
町
に
お
い
て
も

「
第
２
期
野
木
地
産
地
消
・

食
育
推
進
計
画
」（
き
ら
り

の
ぎ
食
育
プ
ラ
ン
）が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で「
町
の
宝
」で
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
、毎
日

楽
し
み
に
し
て
い
る
学
校

給
食
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

学
校
給
食
は
、日
々

の
生
き
た
教
材
の
一

部
で
も
あ
り
ま
す
町
内
６

校
の
小
中
学
校
に
お
い
て

は
、調
理
業
務
を
民
間
に

委
託
し
て
い
ま
す
が
、学

校
給
食
の
質
や
安
全
に
は

十
分
配
慮
し
、直
営
方
式

と
変
わ
ら
な
い
自
校
方
式

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
※
野
木
小
は
、町
職
員
の

調
理
員
）

野
木
中
で
は
、給
食

の
写
真
を
撮
り
、毎

日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
学
校
に
お
け
る
、

今
日
の
給
食
の
情
報
発
信

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。

写
真
等
に
つ
い
て

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
か
ブ

ロ
グ
に
付
け
加
え
る
こ
と

は
容
易
に
で
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。学
校
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
話
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

例
え
ば
、年
に
数
回

で
も
野
木
町
産
の
米

「
ゆ
う
だ
い
21
」を
学
校
給

食
で
子
ど
も
た
ち
に
食
べ

さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

方
向
性
だ
け
で
も
伺
い
た

い
。

野
木
町
の
学
校
給
食

に
お
い
て
は
、野
木

町
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
食

べ
て
い
ま
す
。

 

「
ゆ
う
だ
い
21
」に
つ
い

て
は
、予
算
も
絡
む
こ
と

で
す
の
で
、今
後
検
討
し

な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
に
お
け
る

「
地
産
地
消
の
推
進
」

に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
の
子
ど
も
た

ち
の
食
育
推
進

の
た
め
に
は
、地
産

地
消
の
考
え
方
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
お
い

て
は
、地
元
生
産
者

の
顔
が
見
え
、安
全

で
安
心
な
農
産
物
を

メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て

提
供
す
る
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質問事項

・食育の推進について

・観光戦略について

き
ら
り
の
ぎ
食
育
プ
ラ
ン
に
基
づ
く「
学
校
給
食
の
現

状
と
課
題
」「
地
産
地
消
」に
つ
い
て
伺
い
ま
す

子
ど
も
た
ち
が
誇
り
を
持
ち
、郷
土
を
愛
す
る
心
が

育
っ
て
い
く
よ
う
、地
産
地
消
に
も
努
め
て
い
き
た
い

野本　新一　議員

野木町産の新米「ゆうだい21」

問

答問

問

問

答

答

答

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

13（　）

問答

針谷　武夫　議員

枝
の
剪
定
な
ど
樹
木

の
管
理
に
つ
い
て
。

管
理
を
業
者
に
委
託
し

て
あ
り
、剪
定
、薬
剤
散

布
、除
草
な
ど
で
、年
間
を
通

し
て
作
業
を
発
注
、全
て
の

街
路
樹
に
対
し
て
、倒
木
等

の
危
険
性
が
あ
る
も
の
は
、

緊
急
措
置
と
し
て
、伐
採
し
、

早
め
に
対
処
し
て
い
ま
す
。

植
栽
が
無
く
な
っ
て
い

る
所
は
、今
後
ど
う
す

る
の
か
。現

在
、野
木
町
緑
の
再

生
計
画
検
討
委
員
会

で
、問
題
点
を
探
っ
て
い
る

所
で
す
。具
体
的
な
事
は
、来

年
度
立
ち
上
げ
る
、野
木
町

緑
の
基
本
計
画
策
定
委
員
会

で
検
討
し
ま
す
。

街
路
樹
管
理
の
在
り

方
に
つ
い
て
。

毎
年
路
線
ご
と
に
一
年

を
通
し
て
、一
業
者
に

管
理
を
委
託
し
ま
す
。枝
が

折
れ
て
い
る
な
ど
は
、町
職

員
が
対
応
し
ま
す
。害
虫
の

発
生
し
た
場
合
速
や
か
に
業

者
に
処
置
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

街
路
樹
に
対
し
て
、町

は
今
後
の
全
体
計
画
を

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

来
年
度
立
ち
上
げ
る

野
木
町
緑
の
基
本
計

画
策
定
委
員
会
に
お
い
て
、

全
体
計
画
を
検
討
し
た
上

で
、結
論
を
出
し
た
い
。

平
地
林
に
対
す
る
、今

後
の
町
の
考
え
計
画

は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
30
年
度
予
算
に
計

上
す
る
予
定
で
あ
り
、

守
る
べ
き
緑
、創
り
出
す
緑
、

利
活
用
す
る
緑
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
る
た
め
、町
の
緑
の

策
定
委
員
会
で
、今
後
計
画

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
等
に
は
み
出
し
て

い
る
、樹
木
や
枝
な
ど

は
、元
気
な
森
事
業
内
容
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
。

安
心
、安
全
を
確
保
す

る
た
め
、里
山
林
整
備

事
業
で
伐
採
す
る
よ
う
な
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
赤
塚
地
内
、町
所
有

の
平
地
林
の
今
後
の

具
体
的
な
活
用
計
画
は
。

南
部
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に

伴
い
南
赤
塚
環
境
保

全
対
策
協
議
会
か
ら

の
地
域
振
興
策
と
し

て
、要
望
が
あ
り
取
得

し
た
平
地
林
で
あ
り
、

山
林
を
生
か
し
た
軽

い
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
が
出

来
る
よ
う
な
場
所
に

変
え
て
い
け
る
の
か
ど

う
か
、環
境
保
全
対
策

協
議
会
、地
元
の
皆
様
の
意

見
を
頂
戴
し
な
が
ら
検
討
し

た
い
。

緑
の
基
本
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
て
検
討
し
ま
す

街
路
樹
に
対
し
て
、町
の
今
後
の
全
体
計
画
を
伺
い
ま
す

質問事項

・街路樹について

・平地林について

今後の街路樹管理をどうするか

安全と景観の両立を

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答

答
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。
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作
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、全
て
の

街
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に
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し
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等

の
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も
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は
、

緊
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措
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し
て
、伐
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し
、

早
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。

植
栽
が
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い
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所
は
、今
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る
の
か
。現

在
、野
木
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再
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検
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の
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あ
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検
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検
討
し
ま
す

街
路
樹
に
対
し
て
、町
の
今
後
の
全
体
計
画
を
伺
い
ま
す

質問事項

・街路樹について

・平地林について

今後の街路樹管理をどうするか
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答
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12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

野
木
町
の
空
き
家
の

現
状
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。本

年
度
に
町
内
全
域

の
建
築
物
を
対
象
に

空
き
家
実
態
調
査
を
行
っ

た
結
果
、町
全
体
の
空
き

家
数
は
2
3
1
件
で
あ

り
、町
内
の
世
帯
数
に
対

し
て
2.2
％
が
空
き
家
と

な
っ
て
い
ま
す
。空
き
家
率

に
つ
い
て
は
丸
林
1.1
%
、

友
沼
1
％
、多
か
っ
た
地

域
は
、野
木
地
区
の
6.5
％
、

野
渡
地
区
5.8
％
で
、新
橋

地
区
は
特
段
多
く
は
な

い
。

　

空
き
家
に
対
す
る
住
民

か
ら
の
苦
情
が
28
年
度
27

件
、29
年
度
は
20
件
あ
り

ま
し
た
。苦
情
が
あ
っ
た

場
合
、現
地
を

確
認
し
、写
真

を
撮
影
し
、所

有
者
等
に
改
善

を
促
す
通
知
を

し
て
、改
善
が

見
ら
れ
な
い
場

合
は
、粘
り
強

く
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

空
き
家
の
有
効
利
用
策

と
し
て
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る

「
の
ぎ
ま
ち
暮
ら
し
物
件

情
報
」の
ハ
ト
マ
ー
ク
サ

イ
ト
栃
木
で
は
、建
物
や

土
地
な
ど
の
不
動
産
情
報

を
載
せ
て
、買
い
た
い
人
、

借
り
た
い
人
へ
の
発
信
を

し
て
い
ま
す
。

団
塊
の
世
代
が
平
均

寿
命
を
迎
え
る
十
数

年
後
を
見
据
え
て
、し
っ

か
り
と
し
た
空
き
家
対
策

が
重
要
で
す
。空
き
家
対

策
の
課
題
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

空
き
家
実
態
調
査
結

果
に
よ
り
分
析
を
し

て
、町
独
自
の
空
き
家
バ

ン
ク
の
創
設
に
向
け
て
、

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
地
元
不

動
産
業
者
と
の
連
携
が
必

要
な
の
で
、今
後
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
を
作
り
ま
す
。

喫
煙
の
健
康
被
害

で
、受
動
喫
煙
に
よ

る
死
者
は
年
間
推
計
、脳

卒
中
８
０
０
０
人
、虚
血

性
心
疾
患
４
５
０
０
人
、

肺
が
ん
２
５
０
０
人
の
合

計
１
５
０
０
０
人
と
多
く

の
人
が
受
動
喫
煙
で
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。野
木
町

で
は
、喫
煙
に
よ
る
健
康

被
害
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
、役
場
や
小
中

学
校
で
受
動
喫
煙
対
策
を

し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

野
木
町
の
喫
煙
率

は
平
成
25
年
の
調

査
で
、男
性
29
・
５
%
、女

性
1.6
％
で
す
。た
ば
こ
税

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、喫
煙
者
は
減
っ

て
い
る
。健
康
増
進

法
で
受
動
喫
煙
防
止

を
規
定
し
て
い
ま

す
。

　

小
中
学
校
で
は
禁

煙
、役
場
・
エ
ニ
ス

ホ
ー
ル
で
は
分
煙
を

し
て
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
に
よ
る

健
康
被
害
対
策
が
重

要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

柿沼　 守　議員

団
塊
の
世
代
が
平
均
寿
命
を
迎
え
る
十
数
年
後
を
見
据

え
た
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す

地
元
不
動
産
業
者
と
連
携
・
協
議
し
な
が
ら
、町
独
自
の

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
作
り
ま
す

質問事項

・空き家対策について

・喫煙による健康被害について

しっかりとした空き家対策を！

受動喫煙対策は？

問

問

問

答

答

答

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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問答

県
が
中
心
と
な
り
、

情
報
提
供
の
方
法
に

つ
い
て
医
療
機
関
と
調
整

中
で
す
。

産
婦
健
診
費
の
財
源

に
、子
ど
も
医
療
費

削
減
調
整
措
置
の
廃
止
に

伴
う
減
額
対
象
額
を
、充

て
ら
れ
な
い
か
伺
い
ま
す
。

多
く
の
町
民
の
皆
様

を
対
象
に
使
っ
て
下

さ
い
と
の
県
の
指
導
で
、

予
算
組
を
調
整
し
て
い
ま

す
。

宿
泊
施
設
が
整
っ
た

専
門
医
療
機
関
で
、

産
後
ケ
ア
の
開
始
を
求
め

ま
す
。

本
町
の
産
後
う
つ
対

策
は
、保
健
師
が
生

後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の

訪
問
の
際
、産
後
う
つ
状

態
の
判
断
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、う
つ
の
疑
い

の
あ
る
産
婦
に
対
す
る
、

町
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

昨
年
度
は
１
４
３
人

に
実
施
。17
人
が
対

象
と
な
り
、保
健
師
が
訪

問
し
経
過
観
察
し
て
い
ま

す
。

産
後
一ヶ
月
以
内
の
、

産
婦
健
診
費
の
助
成

を
求
め
ま
す
。

平
成
31
年
度
開
設

予
定
の
総
合
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
、保
健
師

を
配
置
し
た
子
育
て
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
計
画
し

て
お
り
、今
後
、研
究
調
査

し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
住
宅
を
対
象
と

し
た
侵
入
盗
事
件

が
、連
続
で
発
生
し
ま
し

た
。犯
罪
の
抑
止
及
び
地

域
防
犯
力
の
強
化
策
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、65

歳
以
上
の
高
齢
世
帯

に
特
殊
詐
欺
事
件
に
よ
る

被
害
防
止
を
図
る
た
め
、

特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等

の
購
入
費
の
補
助
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は

喫
緊
の
問
題
で
あ

り
、ま
ず
は
小
中
学

校
の
設
置
を
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、自
主
防
犯

活
動
を
支
援
す
る
た

め
、犯
罪
の
抑
止
効

果
が
期
待
で
き
る
の

で
各
区
長
と
協
議
の

上
、有
効
な
場
所
に

設
置
す
る
補
助
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、特
殊
詐
欺
対
策
電
話
機
等
の
購
入
費

と
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
の
補
助
を
考
え
て
い
ま
す

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
犯
罪
の
抑
止
及
び
地
域
防
犯

力
の
強
化
に
、ど
う
対
処
し
ま
す
か

松本　光司　議員

固定電話機に接続して使う特殊詐欺撃退機器

質問事項
・ 安心して妊娠・出産・育児に取り
組むための育児支援について
・交通弱者の移動支援について
 ・ 安全・安心に暮らせる防犯対策
について

問

問

問問

問 答

答

答

答

答
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の
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の
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び
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に
、ど
う
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し
ま
す
か

松本　光司　議員

固定電話機に接続して使う特殊詐欺撃退機器

質問事項
・ 安心して妊娠・出産・育児に取り
組むための育児支援について
・交通弱者の移動支援について
 ・ 安全・安心に暮らせる防犯対策
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問

問

問問

問 答

答

答

答

答



シリーズ　　「議 会 の お し ご と」  ③

○委員会ってなぁに？　議案の審議って何をするの？

　前号までにご紹介しましたように、野木町議会では「総務経済常任委員会」と「文教民生常任
委員会」という２つの常任委員会と議会運営委員会があります。
　本会議で全員が議論するにはあまりにも時間がかかるような案件を扱う場合には、所管（担
当）する委員会で審議しますが、定例会の会期中以外にも、所管（担当）する業務について調査・
研究等のため、委員会を開催することもあります。
　それでは、具体的な委員会活動には、どのようなものがあるのでしょう？

委員会活動

1. 「付託事件（案件）の審議」をします
　○議会の予備的審査機関として、付託された議案や請願・陳情などを本会議の議論よ
りも踏み込んだ詳細な調査を行い、これらの案件を本会議で可決（否決）または採択（不
採択）すべきかを判断します。（委員会の判断だけでは本会議の議決とはなりません。）
　基本的に、付託を受けた本会議の会期中に審議を終えますが、審議に相当な時間を要
し、会期中に審査結果（答申）を出すことが困難な場合には、次の定例会まで審査の期間
を延長することがあります。

2. 「所管事務に関する調査」をします
　○委員会の所管事務（担当する業務分野）について、事業の進行状況や他の自治体にお
ける先進的取り組みなど、委員会自らが調査・研究を行なう活動です。
　会期中のほか、会期以外の期間（閉会中）に調査を行ないますが、この場合は、「閉会中
の継続審査（調査）」を申し出て、本会議での了承を得ます。
また、調査終了後は、必要に応じて本会議で委員会調査結果の報告を行ないます。

主な所管調査

１． 事務調査　　町の施策や条例、議会運営などの課題研究を行ないます。

２． 現地視察

　町内の公共工事の現場、学校や福祉施設、民間企業を
訪問し、事業の進捗状況や課題の研究、意見交換などを
行ないます。
　また、施策や議会運営に関する
先進的な取り組みを行なっている
自治体を訪ね、事例研究などを行
ないます。

※ ６～７ページで所管事務（委員会視察）の報告を掲載しておりますので、ご覧ください。
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12
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

問答

野
木
町
は
、『
田
舎
暮

ら
し
風
』が
味
わ
え

る
快
適
さ
が
あ
る
町
で
あ

る
。

　

し
か
し
、高
齢
に
な
る

と
元
気
な
時
の
様
に
は
移

動
が
自
由
に
で
き
な
く
な

る
。高
齢
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
街
全
体
に
都
市
的
な

機
能
が
求
め
ら
れ
、そ
の

一
番
が
公
共
交
通
の
充
実

で
あ
る
。

　

現
在
の
デ
マ
ン
ド
交
通

と
は
別
に
、定
時
・
定
ル
ー

ト
の
町
内
循
環
交
通
の
検

討
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

定
時・定
点
の
バ
ス
運

行
は
経
費
も
掛
か
り

確
実
な
乗
客
数
も
見
込
め

な
い
。当
面
は
、デ
マ
ン
ド

の
内
容
充
実
を
図
り
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実
は

町
民
要
望
が
高
い
。

『
実
態
調
査
』が
必
要
だ
。

実
施
の
是
非
に
つ
い
て
伺

う
。

今
年
度
、町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

現
在
、集
計
中
で
あ
る
。今

後
も
デ
マ
ン
ド
利
用
者
等
、

ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め
ま
す
。

高
根
沢
町
は
、年
間

３
６
４
日
運
行
と
聞

く
。野
木
町
は
約
２
４
０

日
。土
・
日
運
行
を
真
剣
に

考
え
る
べ
き
だ
。

試
験
運
行
も
、タ
ク

シ
ー
事
業
者
、陸
運

支
局
、町
活
性
化
会
議
の

協
議
が
整
わ
な
い
と
難
し

い
で
す
。

最
近
町
が
購
入
し
た

ワ
ゴ
ン
車
は
開
口
部

が
高
い
な
ど
、高
齢
者
の
乗

り
降
り
が
た
い
へ
ん
楽
と

聞
く
。他
２
台
車
両
も
置

き
換
え
て
は
ど
う
で
す
か
。

い
い
考
え
か
な
と
考

え
る
。タ
ク
シ
ー
も

全
国
的
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
が
広
が
る
。高

齢
者
の
利
便
性
向
上
に
努

め
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
利
用
者
が

炎
天
下
、長
時
間
、

立
っ
て
待
っ
て
い
た
。

　

公
共
的
施
設
等
の
外
部

に
、町
用
意
の「
腰
掛
」設

置
依
頼
が
必
要
で
は
な
い

か
。

商
業
施
設
や
病

院
な
ど
、デ
マ

ン
ド
利
用
の
高
い
と

こ
ろ
は
、事
業
所
と

交
渉
し
、設
置
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う

考
え
て
い
ま
す
。

歩
行
者
に
と
っ

て
も
、歩
道
際

な
ど
、街
中
に
腰
か

け
だ
け
の「
ち
ょ
こ
っ
と

休
憩
」が
必
要
だ
。

高
齢
者
に
優
し
い
街

づ
く
り
は
必
要
だ
。

ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
も
1
案
。

総
合
的
に
判
断
し
検
討
し

ま
す
。

歩
道
際
や「
そ
の
場
所
で
待
つ
」デ
マ
ン
ド
利
用
者
に
、

も
っ
と「
腰
か
け
」を

要
望
が
あ
れ
ば
、調
査
し
、交
渉
し
、ベ
ン
チ
が
置
け
る

と
こ
ろ
に
は
随
時
置
い
て
い
き
た
い

宮﨑  美知子　議員

質問事項

・ 定時・定点の町内循環交通の
実施と、その関連について

ベンチのある風景

問

問

問

問 問

問 答

答

答

答

答

答
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○委員会ってなぁに？　議案の審議って何をするの？

　前号までにご紹介しましたように、野木町議会では「総務経済常任委員会」と「文教民生常任
委員会」という２つの常任委員会と議会運営委員会があります。
　本会議で全員が議論するにはあまりにも時間がかかるような案件を扱う場合には、所管（担
当）する委員会で審議しますが、定例会の会期中以外にも、所管（担当）する業務について調査・
研究等のため、委員会を開催することもあります。
　それでは、具体的な委員会活動には、どのようなものがあるのでしょう？

委員会活動

1. 「付託事件（案件）の審議」をします
　○議会の予備的審査機関として、付託された議案や請願・陳情などを本会議の議論よ
りも踏み込んだ詳細な調査を行い、これらの案件を本会議で可決（否決）または採択（不
採択）すべきかを判断します。（委員会の判断だけでは本会議の議決とはなりません。）
　基本的に、付託を受けた本会議の会期中に審議を終えますが、審議に相当な時間を要
し、会期中に審査結果（答申）を出すことが困難な場合には、次の定例会まで審査の期間
を延長することがあります。

2. 「所管事務に関する調査」をします
　○委員会の所管事務（担当する業務分野）について、事業の進行状況や他の自治体にお
ける先進的取り組みなど、委員会自らが調査・研究を行なう活動です。
　会期中のほか、会期以外の期間（閉会中）に調査を行ないますが、この場合は、「閉会中
の継続審査（調査）」を申し出て、本会議での了承を得ます。
また、調査終了後は、必要に応じて本会議で委員会調査結果の報告を行ないます。

主な所管調査

１． 事務調査　　町の施策や条例、議会運営などの課題研究を行ないます。

２． 現地視察

　町内の公共工事の現場、学校や福祉施設、民間企業を
訪問し、事業の進捗状況や課題の研究、意見交換などを
行ないます。
　また、施策や議会運営に関する
先進的な取り組みを行なっている
自治体を訪ね、事例研究などを行
ないます。

※ ６～７ページで所管事務（委員会視察）の報告を掲載しておりますので、ご覧ください。
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こどもたちは身近な問題と将来の展望を熱く語り 答弁した議員たちは正面からこれに応えました

○ 11月６日（月）に町内小中学生16名による「野木町こども模擬議会」を開催し
ました。
　町の未来を担う子どもたちに町政や議会活動への関心や理解を深めるととも
に、地域の課題やまちづくりについて考えるきっかけづくりができました。
　模擬議員の身近な問題の追求に、普段は質問する立場の議員が答弁者として
誠意をもって対応し、白熱した議論が繰り広げられました。

模擬議員のみなさん
議　長

野 木 中 学 校　 岡部　美月さん（前半）
野木第二中学校　 富川　 剛 さん（後半）

議　員
野 木 中 学 校　 松本　綾奈さん　 岩崎　聖奈さん
野木第二中学校　 合田　隼人さん　 中村　洸和さん
友 沼 小 学 校　 丹羽　 輝 さん　 吉田　心音さん
野 木 小 学 校　 加藤　碧人さん　 船橋　小波さん
佐 川 野 小 学 校　 黒須　暉平さん　 白岩　未楽さん
南 赤 塚 小 学 校　 福島　 彬 さん　 小野わか葉さん
新 橋 小 学 校　 髙橋　織恵さん　 荒木　奏多さん

野木の将来を見つめて質問 元気に発言を求める挙手

さあ次の質問に入るぞ！ 緊張の開議宣言

聞きたいことは沢山ある

壇上で総括質問
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こどもたちは身近な問題と将来の展望を熱く語り

○ こども模擬議会では、学校生活や地域環境、防災に関する問題について、こどもの目線か
ら眺めた町の課題や将来像など、さまざまな質問が投げかけられました。
　答弁した議員たちは真正面からこれを受け止め、今後の町の発展と学校環境などの整備を
町に働きかけていくと約束しました。

　今回はＴＶや新聞の取材陣がいる中、模擬議員た
ちは自分たちの思いを緊張感のある議場でしっか
りと表現していました。
　私たち議員は、こどもたちの思いをしっかりと受
け止め、今まで以上に充実した議会運営に努め、研
鑽を重ねて参ります。
　開催にあたりご協力いただいた児童・生徒と保護
者のみなさん、町長をはじめとした教育関係者のみなさまには大変お世話になりました。
　今後とも野木町発展のため、議会や町の行事に積極的にご参加くださいますよう重ねてお
願い申し上げます。

一般質問の要旨（テーマ）
野 木 中 学 校　 運動環境の充実について
野木第二中学校　 野木町の将来像について
友 沼 小 学 校　 友沼小学校の駐車場について
野 木 小 学 校　 公園について
佐 川 野 小 学 校　 佐川野小学校の校舎をきれいにすることについて
南 赤 塚 小 学 校　 Ｊアラートの町内放送について
新 橋 小 学 校　 校庭の水はけの改善について

最後まで質問の手を緩めません

資料を使って現状説明
後半の議事運営は任せろ

答弁する議員も必死に対応
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平成29年度野木町議会報告会を開催しました
（報告書の詳細は町ホームページに掲載しております）

議会報告会実施報告書（概要）
1 開催日時 平成29年10月29日（日）午前10時00分～12時50分まで
2 開催場所 野木町役場新館２階大会議室
3 出席議員 全議員（14名）
4 参加者数 15名
5 実施内容 1、議会からの報告

⑴ 野木町議会の概要について
⑵ 議会改革の状況について
⑶ ９月定例会の審議概要について
⑷ 常任委員会の所管調査（視察）について
⑸  野木町中学生海外派遣に係る特別派遣団に
ついて

⑷ 質疑応答（報告内容について）

2、議会に対する意見交換
⑴ 「読書の町野木宣言」について
⑵ 「政務活動費」について

6 主な意見・提言とその回答等 （概要版につきＱ＆Ａの一部を要約しております）

【報告内容について】
Ｑ３． 資料中の議会の役割に関する記載で「町民の意見

を聞きながら」とあるが、いつ、どの様な方法で行
なっているのか。

Ｑ８． 「川の日を国民の祝日に定めることを求める意見
書」を採択したが、これを国に対して求める行動を
起こすのか。

Ｑ９． 中学生海外派遣は子供たちにとって貴重な経験と
なり、町としても国際交流の活性化につながるこ
とから、今後も継続されたい。

Ｑ12． 正副議長改選等の議会人事について、どの様な方
法で選出しているのか。

Ａ３． 地元自治会や後援会、町内企業との交流など様々
な場面で各議員において意見聴取や相談に応じて
おり、本日の議会報告会もその一環として開催し
ている。

Ａ８． 議会として国会や政府機関に対して意見書を提出
し、その趣旨を伝えている。

Ａ９．（意見・要望のため回答なし）。

Ａ12． 正副議長は無記名による投票により選出し、常任
委員会・議会運営委員会の正副委員長は各委員
による互選で選出している。

【議会に対する意見交換】

《読書のまち野木宣言について》
Ｑ１． 読書は趣味や教養を深めるためのものであり、町

で宣言して強要するものでないと考えるがどう思
うか。

Ａ１． 宣言により諸施策を展開することにより、こどもた
ちに読書習慣を持たせるきっかけを作ることや、利
用しやすい図書館を提供することによりコミュニ
ケーションの幅が広がる効果も期待している。

《政務活動費について》
Ｑ１． 政務活動費が月額１万円では事務費程度しか使用

できないと思われるので、増額してはどうか。

Ｑ２． 政務活動費の対照項目について実績がない支出項
目は見直すべきではないか。

Ｑ４． 政務活動費補助金を具体的に何に使用しているか
を議論し、第三者による精査を受けることが望ま
しいと考えるがどうか。

Ｑ５． 何を購入した、何処へ行ったではなく、どの様な目
的で活動したかまで踏み込んだ報告を望む。

Ｑ６． 政務活動費の開示については、先進地を参考に活
動内容を記した報告書の添付を望む。

Ａ１． 政務活動費の金額が高いか低いかということでは
なく、補助金を活用して効果的に政務活動を充実
させることに努めている。

Ａ２． 支出項目は全国の市町村議会で補助対象として認
めている標準的な科目をもとに定めており、直近
の実績有無に関わらず必要経費として認められる
科目は設置しておく必要がある。

Ａ４． 現在は補助金の実績報告を議会事務局に提出し、
審査を受けている。今後は町ＨＰに領収書を掲載
することを検討している。

Ａ５．（意見・要望のため回答なし）。

Ａ６．（意見・要望のため回答なし）。
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平成29年度「議会報告会」アンケート集計結果
（１）居住区
ア）友　沼 イ）松　原 ウ）新　橋 エ）野　木 オ）野　渡 カ）南赤塚 キ）中　谷
３ ０ ４ ０ ０ １ 0

ク）丸林東 ケ）丸林西 コ）潤　島 サ）若　林 シ）佐川野 ス）川　田 セ）町　外 回答数計
１ ２ ０ 0 0 ０ ０ １１

（２）性　別
ア）男 イ）女 回答数計
１１ ０ １１

（３）年　齢
ア）20歳未満 イ）20代 ウ）30代 エ）40代 オ）50代 カ）60代 キ）70代 ク）80歳以上 回答数計

0 0 ０ ０ ０ ３ ８ ０ １１
（４）開催日の設定は？※複数回答あり （５）開催の時間設定は？
ア）土曜日 イ）日曜日 ウ）平日 回答数計 ア）長い イ）ちょうど良い ウ）短い 回答数計
４ ５ ２ １１ １ ４ ３ ８

（６）本日の「議会報告会」は？
ア）最良 イ）良 ウ）良くない エ）全く良くない 回答数計
０ ５ ４ ０ ９

（７）自由意見（要約）

①全体的な意見
・ ホームページの議会項目に、政務活動費の使用内容を各議員が掲載できるようにしてほしい。
・  「読書のまち」に勝るテーマないのですか。もっと大事なものなかったのか。町民意見のくみ
上げと方法論、問題ないか。

・  野木町議会のネットによる中継システムの検討を希望します。（時間がなく意見が言えな
かったため）

・ テーマの締め切りに配慮が必要と思われる。
・ タイムリーな議会報告会が必要と思われる。
・ 報告会を年1度に限定する必要はないと思う。
・  2つのテーマの意見交換が、順序先行ではなかったか。議会報告の質疑応答が優先で初めて
参加の私は「面食らった」。次第通り議事を進行してもらいたい。「読書のまち宣言」もテーマ
として建設的ではないと思う。

・ 開催曜日は、日曜日でよい。理由は、土曜日は自治会長会議・専門部会等あるため。
・  議長の言う町民との間の距離を縮めるとのことに、この報告会がなっていない。改善の余地、
大です。ご苦労様でした。

・ 開催方法は良いと思う。（日時、時間等）
・  出席者が少ないのは、残念に思うが、議会及び議員の活動が日常的な理解が得られていない
のではないか。

・ せめて、町側からも町長なり議会事務局でも出席されたら良かったかなと思いました。

　今回ご参加いただきました町民のみなさま、大変ありがとうございました。
　毎回多くのご質問やご意見をいただき、議会報告会の趣旨のひとつである「町民への情報の共
有」が少しずつでも図れていると考えております。
　また、残念ながら今回ご参加いただけなかった皆様におかれましては、ご都合の許すかぎり、是
非とも次回以降の開催時にはご参加いただければと思います。
　今後も町民と行政を結ぶ議会、開かれた議会の推進のため、議事運営の充実と議会活動の活性
化のもと、町民生活の向上に努めて参りますので、宜しくご理解・ご協力をお願い致します。

＜回答人数  11人　　　出席者数  15人＞
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　また、残念ながら今回ご参加いただけなかった皆様におかれましては、ご都合の許すかぎり、是
非とも次回以降の開催時にはご参加いただければと思います。
　今後も町民と行政を結ぶ議会、開かれた議会の推進のため、議事運営の充実と議会活動の活性
化のもと、町民生活の向上に努めて参りますので、宜しくご理解・ご協力をお願い致します。

＜回答人数  11人　　　出席者数  15人＞
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各議案に対する賛否（議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

12 月 2 日　煉瓦窯冬フェスタ
4 日　交通安全早朝街頭啓発活動

12 月 7 日　平成２９年第７回野木町議会定例会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～１4 日）

18 日　議会運営委員会
１月 ８日　平成３０年野木町成人式

　　　９日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　１４日　平成３０年コンセーレ新春賀詞交歓会
　　１５日　議会全員協議会
　　２１日　第４６回野木町駅伝大会
　　２３日　小山市・野木町議会議員意見交換会
　　２７日　平成２９年度交通安全・防犯・暴力追放
　　　　　　市町民大会

12月～１月の活動記録

２月　５日　交通安全早朝街頭啓発活動
６日　栃木県町村議会議長会正副会長会議

　　　８日　平成２９年度全国町村議会議長会
　　　第６９回定期総会

　　１６日　栃木県町村議会議長会平成２９年度
　　　第３回議長会議・研修会

　　１９日　議会運営委員会
　　２３日　議会全員協議会
　　２４日　平成２９年度「町民の集い」
３月　５日　交通安全早朝街頭啓発活動

６日　平成３０年第１回野木町議会定例会
　　　　　　　　　　　　　　 （会期未定）

※活動予定は編集時現在の日程を記載しておりますので、
　変更・追加されることがあります。

２月～３月の活動予定

主 な 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル

《編集発行　議会だより編集委員会》

〒329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林571
TEL 0280-57-4106  FAX 0280-57-4190
E-mail:gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

委員長  折原　勝夫　　副委員長  野本　新一
委　員  小杉　史朗　　委　　員  宮﨑美知子
委　員  坂口　進治　　委　　員  松本　光司

＊ 編 集 後 記 ＊
　議会だより120号を編集するにあたり、町民の皆様
に読みやすく、また、分かり易い議会だよりを届けて
いけたらと心して取り組んでいます。
　今回は、こども議会にスポットをあてて、生き生きと
したこどもたちの様子を掲載しています。
　こどもたちは、困っていることや、疑問に思うことを
素直に質問してきました。
　私たち議員もあらためて学ぶことの多い模擬議会
となりました。
　これからも町民の代表として、町のあり方を見つめ
ていきたいと思います。

議会だより編集委員　坂口　進治

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加
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針
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小
泉
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賛
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反
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採
決
結
果

平成２９年１２月定例会

指定管理者の指定（健康センター）について × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 認　定

町民から提出された「議会報告会への意見書」に
記載されている事項に関する調査の件について × ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11 1 可　決

平成２９年１１月臨時会

工事請負契約の変更（野木町立友沼小学校校舎
大規模改修工事） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12 1 可　決

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い
。
次
回
の
定
例
会
は
３
月
６
日
か
ら
で
す
。


